カイケイ モクテキ オ タッセイ スル タメノ ニンシキ ソクテイ アプローチ by 紙 博文 et al.
会計目的を達成するための認識・測定アプローチ 
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計理論』（ASOBAT：A Statement of Basic Accounting Theory）には、会計の目的が次のよう
に記されている4。 













４． 社会的な機能および統制を容易にすること。     （傍点は筆者）」 
 利害関係者5の意思決定に有用な情報を提供するという意思決定有用性アプローチによる会








































































                                                          
6 アメリカ公認会計士協会（AICPA）の会計原則審議会ステートメント第４号（Statement of the Accounting 
Principle Board No4）「企業の財務諸表の基礎をなしている基本概念と会計原則（Basic Concepts and 
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あり、そこで生みだされる会計情報は投資意思決定判断の拠り所となる。 
 現在、多くの先進国の会計基準25では、実現可能性基準、資産負債アプローチ、時価・現在
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33 企業環境の変化の例として、資産の市場価値の著しい低下、資産の使用される範囲または方法における
著しい変更等。以下、Richard G. Schroeder, Myrtle W. Clark, and Jack M. Cathey（[5],(訳)323頁）。 
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34 桜井教授（[8],84-86頁）。 
35 広瀬教授（[15],41頁）。 
36 Richard G. Schroeder, Myrtle W. Clark, and Jack M. Cathey（[5],(訳)90-91頁）。 
37 Richard G. Schroeder, Myrtle W. Clark, and Jack M. Cathey（[5],(訳)183-185頁）。 
38 広瀬教授（[15],41頁）。 
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        （資産）          （測定基準） 
        現金            現在の価値 
        売上債権          期待される将来の価値 
        市場性ある有価証券     公正価値または償却原価 
        棚卸資産          現在の価値または過去の価値 
        投資            公正価値または償却原価 
        有形固定資産        減価償却後の過去の価値 
 


























                                                          
39 Richard G. Schroeder, Myrtle W. Clark, and Jack M. Cathey（[5],(訳)151頁）。 
40 拙稿（[7], 93-94頁）。 
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41 中村教授（[14],11頁）。 
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